
タバコ仲間で豪放磊落な愛

すべきパイセンのおもひで 
                            JM1LZT 富山俊一 

 

 世の OL と呼ばれているお姉さま方の世界には「給湯室交流」とい

う文化があるとのことですが、オッさんの世界には、今や風前の灯と

も言える「喫煙所交流」という文化が辛うじてまだあったりなかったりし

ます(まぁ、ほぼなくなってます f^_^;) 

 

 私が 240 の末席に座らせていただくことになり、まだまだ緊張感バ

リバリだったころ、その「過剰な武装」を解除するキッカケを作ってくだ

さったのは、誰あろう、JA1FYQ 佐藤さんでした。 

 

 砂川学習館に、まだ辛うじて喫煙所があったころ、総会や技術講習

会の休み時間に喫煙所に行くと、必ず佐藤さんと二人きりに。 

いやぁ～、最初は大変なプレッシャーでした。こちらは 30 年無線を

サボってた初心者同然のどシロート。それに対して、あちらは JA1 コ

ールの半世紀以上は無線をやってらっしゃる大 OM。無言でただタバ

コを吹かしてるだけではバツが悪いので、何か話さなきゃと焦れば焦

るほど何も出てこない(^^;; 

 しかぁ～し、パイセンは偉大でした。私ごときに自ら話を振ってくださ

り、「八王子には娘が住んでるだよね」みたいな話から、ごく自然に会

話が弾み、喫煙所を離れるころには、肩に入りまくってた力がスッと

抜けてるのを実感したものです。 
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以降も、お会いするたびに、よくローバンドで聞く「マウント取るの大

好き OM」とは正反対のポップで親しみやすいお人柄にどれだけ救わ

れたことか^_^ 

 残念なことに、もうあの楽しすぎる会話は出来ませんが、おかげさま

で、ワタクシは今もこうして 240 の末席で楽しい日々を過ごさせてい

ただいています。 

 

 今や前期高齢者となったワタクシ、「お空」で再会する日もそんなに

遠くはないかもしれません。 

ただ、もしまたお会い出来たならば、その時にはひとつだけお願い

があります。 

 私の名前はトミヤマで、トミオカではありません。まぁ、山も岡も似た

ようなものですから、小さなことは気にしない豪放磊落なパイセンにと

っては大した問題じゃぁありませんよね(^_-) 



 短い期間ではありましたが、本当にありがとうございました。 

 

心よりご冥福をお祈りしています。 

 

合掌 
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